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１．問題の所在と本研究の意義
　中村（2002）によると、岡山大学短期留学プログラム（English Program Okayama、略称EPOK）
は、1999年４月に正式発足し、1998年10月に仮発足した時点で米国の協定校から２人を受け入れ
たのを嚆矢とする。1999年度に９人を、2000年度から2011年度にかけては年間12人から20人を受
入れてきた。EPOK受入れ学生は、半年または１年在籍するため、新規受入れ学生と２学期目と
なる学生を併せて毎学期概ね十数人程度が在籍してきた。
　本稿で使用する「短期留学」とは、1995年に創設された短期留学推進制度による短期留学を指
し、数週間程度の語学研修は含まない。すなわち、大学間交流協定に基づいて母国の大学に在籍
しつつ１年以内（１年又は半年）、他国の大学で教育を受けて単位を修得する形態をとる留学であ
る（１）。
　EPOK受入れ学生に関わる問題は、渡日前に発覚し対処を迫られる場合もあるが、大半は来日
後の在籍期間中に発生する。EPOK受入れ学生にとって、最大の関心事はEPOK受入れプログラ
ムの中身、すなわち、どれだけ多彩な授業を提供してもらえるか、という点にあることは言うま
でもない。事実、歴代のEPOK受入れ担当教員が最も腐心したのもカリキュラムの充実であった。
担当教員は、EPOKの提供科目が少なく、あまり選択肢のない中で学生の履修指導に大きな労力
を割かざるを得なかった。
　EPOK受入れ学生のもう一つの大きな問題は、時折発生する生活上、学習上の個別的なトラブ
ルである。しかし、EPOK制度の発足以来、EPOK受入れ学生が直面してきた生活上、学習上の
様々なトラブルに関するまとまった記録は公にされていない。EPOKの正式発足から14年目を迎
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Abstract
The EPOK （English Program Okayama） exchange program officially started in April, 
1999 after a one-year trial. By the end of the 2011 academic year Okayama University 
had accepted 199 students in total from partner universities. Since October, 1999, the 
author has been keeping records of EPOK students’ problems brought into the 
International Student Advisor’s Office by EPOK coordinators. In this paper, 57 cases of 
problems will be introduced and examined as the author believes that there is a need for 
the university to clarify the problems encountered by EPOK students over the past 
twelve years in order to promote globalization. 
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え、EPOK受入れ担当教員は第５代目となり、EPOK担当事務職員も数年ごとに交替している。歴
代のEPOK受入れ担当教職員は、トラブルが発生するたびに先頭に立って対処してきた。そうし
た過去の努力を無にしないためにも、これまでに発生したトラブルを現時点で総括し、EPOK受
入れの歴史を伝える記録として残しておくことが必要であろう。EPOK受入れ担当者が、今後
EPOK学生を指導するに当たって、過去のトラブルを教訓として活かすことができれば幸いであ
る。
　筆者が1999年11月１日付けで留学生センター留学生相談指導担当教員として着任したことによ
り、同年度後期以降のEPOK受入れ学生の生活・学習状況については、トラブル発生の都度、EPOK
受入れ担当教員及びEPOK派遣担当教員の双方から報告を受け、その内容をメモに残してい
る（２）。ただし、EPOK受入れ担当教員の採用が1999年９月にずれ込んだため、試行期間であった
1998年度後期及び担当者不在の1999年度前期におけるEPOK受入れ学生の生活状況にかかわる記
録は全く残っていない。ここでは、1999年度後期から2011年度後期にかけての12年半に渡る期間
内に発生したEPOK受入れ学生のトラブルに関する事例を整理したうえで検証する。
　
２．先行研究
２.１　EPOK受入れに関する先行研究
　これまでにEPOK受入れに関して公刊された論文・報告の類は次の６編である。すなわち、正
面切ってEPOK受入れプログラムの充実と改善を模索した中村（2002，2003，2004）、EPOK受入
れ学生に対するニーズ調査結果をまとめた中村（2005a）、EPOK受入れプログラムの改善を目的
として教員を対象に実施した調査結果である中村（2005b）及びEPOK受入れ学生のニーズ調査
結果を分析し、受入れプログラムの充実を目指した中村（2005c）である。しかしながら、2005年
度後半以降にEPOK受入れ担当教員がめまぐるしく交替したこともあって、その後EPOK受入れ
に関する研究成果は一切発表されていない。
２.２　日本へ受け入れる短期留学生に関する先行研究
　日本への短期留学生受入れに関する先行研究は枚挙にいとまがない。中村（2012）の調査結果
によると、国立大学の短期留学生受入れに関する文献数は120点存在する（３）。それらの内容は、特
定の大学の受入れの現状・課題或いは受入れプログラムの実態・改革などに関わるものが84点と
最も多く、受入れ学生の問題事例を取り扱ったものは、わずかに近藤（2011）が存在するだけで
ある。近藤（2011）は踏切死亡事故という極めて重たい一事例に焦点を絞り、事故後の対応に関
して時間の経過を追って詳細に記録・解説しており、こうした大きな事故が発生した場合に留学
生担当教職員が取るべき行動を例示した報告として高く評価できる。
３．EPOK受入れに関する基本情報
　本論では、1999年度後期から2011年度後期にかけての12年半の間に、歴代のEPOK受入れ担当
教員（以下、「受入れ担当教員」と称する）及び派遣担当教員から報告を受けた受入れ学生に関わ
る様々なトラブルを整理・検証する。受入れ担当教員は2012年度現在で第５代目であるが、これ
までに欠員状態となった期間或いは受入れを本務とする教員が不在で兼担教員がその任に当たっ
ていた期間も短期、長期に渡って存在する（表１参照）。
　派遣担当教員の変遷は受入れ担当教員ほど複雑ではなく、2012年現在で第３代目である（表２
参照）。
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表１　EPOK受入れ担当教員の変遷
表２　EPOK派遣担当教員の変遷
　中村（2002）は、「仮発足当時２名のみだった学生数も平成11年度９名、平成12年度15名、平成
担　当　期　間 配　置　状　況　と　担　当　者　名
1998年10月１日～1999年３月31日 （試行期間につき担当者ポストなし）
1999年４月１日～1999年８月31日 欠員
1999年９月１日～2005年10月31日 ○中村和泉助教授
2005年11月１日～2008年３月31日 ○高浜愛講師
2008年４月１日～2008年８月31日 欠員
2008年９月１日～2009年３月31日 ○中村和泉准教授
2009年４月１日～2010年５月31日 0.5人欠員　△内丸裕佳子准教授
2009年６月１日～2010年３月31日 △内丸裕佳子准教授＋△石沢祐子准教授
2010年４月１日～2012年３月31日 0.5人欠員　△石沢祐子准教授
2012年４月１日～ ○吉田裕美助教
注１）2005年11月１日～2008年８月31日　中村助教授　休職。
　２）配置状況欄の○印はEPOK受入れを主要業務とする担当教員の配置を示す。
　３）配置状況欄の△印は他部門配属者による兼担を示す。
　　　内丸准教授＝日本語教育部門に所属、石沢准教授＝国際交流部門に配属。
担　当　期　間 配　置　状　況　と　担　当　者　名
1999年10月１日～2007年９月30日 ○亀高鉄雄教授
2007年10月１日～2008年３月31日 ○小川秀樹教授
2008年４月１日～2012年４月30日 0.5人欠員　△小川秀樹教授
2012年５月１日～ ○矢部正人准教授
注１）○△印については、前表の注を参照のこと。
　２）小川教授は2008年４月１日付けで国際交流部門へ異動した。
1998年度
1999年度
2000年度
2001年度
2002年度
2003年度
2004年度
2005年度
2006年度
2007年度
2008年度
2009年度
2010年度
2011年度
2
9
15
17
20
15
18
19
15
18
15
12
12
12
図１　受入れ数
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13年度17名と順調な伸びを見せ、岡山大学における短期留学生受け入れ人数として定められてい
る20名程度に近い将来達すると予想される（p.87）。」と楽観的な見解を示している。事実、2002
年度には受入れ学生が一旦は20人に達したが、その後2011年度に至るまでの９年間は10人台の受
入れ数に留まっている（図１参照）。EPOK協定校は、1999年４月のEPOK正式発足時点で米国３
大学に過ぎなかったが、同年度内に米国５大学、英国２大学、豪州２大学、タイ１大学の合計10
大学に増加し（４）、2011年度末現在で７カ国18大学に増加した。しかし他方で、受入れ数は伸び悩
んでいる。伸び悩みの最大の原因はEPOKが提供する教育プログラムにあると推測されるが、こ
こでは教育プログラム改善の問題には踏み込まない。
　2011年度末までに合計199人のEPOK学生を受け入れた。米国の協定校からの学生が最も多く
114人（57.3％）を占め、次いで英国32人であり、豪州を合わせた英語圏全体で160人（80.4％）を
占める。非英語圏のタイと中国の協定校からは合計39人を受け入れた。性別で見ると、男性が105
人（52.8％）でやや多い。
４．EPOK受入れ学生の問題事例
４.１　指導教員とのトラブル
　事例１　指導教員と研究テーマのミスマッチ　
　 　Aさんは○○問題に関する研究をしたいため、別の研究室に移ることを希望した。しかし、指
導教員は、今まさに○○問題を理解するための基礎的な勉強をしているところであると言い、研
究室を移動することに同意しなかった。
　　指導教員の言い分に理があるため、受入れ担当教員がAさんを説得した。
　事例２　指導方法をめぐるトラブル　
　 　Bさんは個人研究科目の成績が「B」だった。指導教員から「A」でない理由は、研究室に所
属するスタッフ・学生全員参加で週に数回早朝に実施されるスポーツ活動に参加しなかったか
らだと告げられた。Bさんは、実験をさせてもらえず、レポートを書くだけという指導にも納
得できない、と訴えた。
　 　受入れ担当教員が実質的な研究指導を別の学部の教授に依頼し、指導教員は形式的に成績を
認定するという形で決着を図った。
米国
57％英国
16％
豪州
７％
タイ
13％
中国
７％
図２　国別受入れ数
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　事例３　指導教員との相性　
　 　Cさんは指導教員に冷たく扱われるため、冬休み前にはノイローゼ気味であった。Cさんは
自分が garbage のように扱われる原因が分からないと訴えている。（対応結果は不詳である。）
　事例４　英会話の練習台　
　 　Dさんの指導教員から英会話の練習をしたいので、Dさんを○時に来させて欲しいとの連絡
が受入れ担当教員へあった。
　 　受入れ担当教員は、謝礼を支払わない限り、自分の指導する学生を私的に利用すべきではな
いと判断し、この申し出を断った。
４.２　学習上の問題
　事例５　学習態度不良　（Eさん：事例32参照）　
　 　日本語教員から筆者へ苦情があった。Eさんが５日前から授業に出てこない。落ちこぼれて
おり、宿題も全く提出しないので修了できない。筆者がEさんの部屋を訪れて事情を尋ねると、
風邪を引いたためと言い訳をするが、２日前には深夜に繁華街へ酒を飲みに出かけている。３
週間後には平日に東京へ遊びに行き、授業を欠席した。
　事例６　成績不良　（Fさん：事例８、43参照）　
　 　Fさんは日本語科目の成績が「不可」になり、次の学期に母校の奨学金がストップされるた
め、泣きついてきた。日本語科目の成績取扱いをめぐって関係教員の間で話し合いが行われた
が、調整がつかなかった。ところが、母校の要請によりFさんが半年繰り上げて帰国すること
になり、結果としてこの問題は消滅した。
4.3　宿舎のトラブル
　事例７　騒音トラブル－その１　
　 　国費留学生Gさんから留学生相談室に苦情が寄せられた。留学生宿舎内でEPOK学生が真夜
中に廊下を走ったり、ジャンプしたり、ドアをノックしたり、大声でしゃべったりするため、勉
強もできず、眠ることもできない。一昨日はHさんが廊下でしゃべっていてうるさかった。先
週の金曜日はＩさんの部屋で朝５時まで騒いでいた。平日の夜は１時頃までうるさい。夜10時
以降は静かにするように注意して欲しい。
　 　翌日、受入れ担当教員がEPOK学生全員を集めて厳しく注意した。その１週間後にGさんが
静かになったと礼を言いに来た。
　事例８　騒音トラブル－その２　（Fさん：事例６、43参照）　
　 　国費留学生Jさんから苦情があった。深夜にEPOK学生が廊下に集まり、大声で談笑するた
め、勉強に集中できない。２か月前までは隣室のFさんがうるさくて困っていたが、帰国した
ので嬉しい。Kさんが大音量で音楽を流し、迷惑している。
　 　同じ時期に女子寮の管理人からもKさんの音楽がうるさいとの苦情があった。筆者と受入れ
担当教員は、次に苦情が出れば宿舎を退居させるとKさんに通告した。また、苦情のあった部
屋近辺の廊下に騒音防止の警告文を貼ったスタンドを立てると共に、入居者全員に警告文を配
布して注意を喚起した。
　事例９　ゴキブリ騒動－その１　
　 　桑の木留学生宿舎にはゴキブリが多い。Lさんがゴキブリの駆除に2,000円使ったので宿舎費
を支払わないと主張している。
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　 　宿舎担当事務職員と相談し、共益費から2,000円をLさんに渡し、今後は勝手に薬剤を購入せ
ず管理人に申し出るように伝えた。
　事例10　ゴキブリ騒動－その２　
　 　昨日到着したMさんの部屋にゴキブリが100匹ほどいたため、昨夜は受入れ担当教員が自腹
を切って○○ホテルに宿泊させた。Mさんはゴキブリのいる部屋には住めないと言うので、部
屋を変えてもらえるか。
　 　部屋を変更した前例がある。受入れ担当教員が宿舎担当事務職員に事情を伝え、Mさんの部
屋を移した。
　事例11　ゴキブリ騒動－その３　
　 　Nさんが入居予定の部屋に大量のゴキブリがいた。ゴキブリホイホイではなく、ホウ酸団子
で駆除してもらいたい。また、浴室にカビの生えた布や使いかけの石けんなどがあり、受入れ
担当教員が掃除をしなければならなかった。
　 　退去時に管理人の点検がなされていない。筆者と受入れ担当教員は、清掃業者またはアルバ
イトを雇用した清掃の実施、ホウ酸団子の購入を事務に要望した。
　事例12　共同炊事室での洗濯　
　 　留学生宿舎の共同炊事室のシンクでパンツを洗濯する中国人がいるため、Oさんと険悪な雰
囲気になっている。Oさんとその友人は自分たちが宿舎を出て行くと怒っている。
　 　ルールを守らない者が出て行くべきである。中国語で警告文書を作成して共同炊事室に掲示
し、再発を防止した。
　事例13　部屋の又貸し　
　 　Pさんは８月２日から９月初めまで一時帰国していたのに、８月分の部屋の電気代を６月、７
月より高く請求され、苦情を言っている。
　 　宿舎の管理人の協力を得て調べたところ、Pさんが一時帰国中は友人に部屋を又貸し、その
友人がエアコンを使用したことで電気使用量が多かったことが発覚した。
４.４　アルバイト
　事例14　賃金不払い　
　 　Qさんは８か月前から飲食店でアルバイトをしているが、約25万円の賃金未払いがある。９
日後には帰国予定だが、どうすればよいか。
　 　受入れ担当教員にアルバイト先へ電話をして事実確認するようにアドバイスした。即刻一部
が支払われ、帰国前に全額支払われることになった。店の資金繰りが悪くて支払いが遅れた模
様である。
　事例15　アルバイト先　
　 　Rさんが某会話学校でアルバイトをすることを希望しているが、その学校は大丈夫かとの相
談が受入れ担当教員からあった。
　 　その会話学校は県内ボランティア関係者のブラックリストに載っている○○氏が関与する会
社であり、最近も本学の留学生との間にトラブルがあったばかりであり、勧められないと回答
した。
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４.５　事件・事故
　４.５.１　交通事故　
　事例16　自転車での接触事故－その１　
　 　Sさんが赤信号を無視して南から北へ向かって自転車で岡大西門交差点内に入ったときに、
青信号で西から東へ向かって直進してきた日本人学生の運転するバイクと接触し、日本人学生
は転倒し、頭部・顔面・両手を負傷した。事故時のSさんの言動を誤解し立腹した日本人学生
とその父親が後日抗議に訪れた。Sさんが誠意を込めて謝罪し、受入れ担当教員が双方の間に
入って円満解決へ導いた。
　事例17　自転車での接触事故－その２　
　 　Tさんが留学生宿舎付近を自転車で走行中に車と接触し、左肘を負傷した。整形外科を受診
したが、幸い打ち身だけだった。
　事例18　自転車での接触事故－その３　
　 　Uさんが自転車で津島モール付近を走行中に車に接触し、左足のすねのあたりを打撲したが、
軽傷であった。保健管理センターで治療を受けた。
　事例19　無免許運転による追突事故　
　 　Vさんは友人（観光で来日）が借りたレンタカーを無免許で運転し、県外の○○市で追突事
故を起こし、検察庁に身柄を送られた。幸いけが人がなかったため、起訴はされず、罰金刑で
済み、翌日保釈になった。受入れ担当教員がVさんの身柄を引き取りに出向き、罰金を立替払
いした。なお、本国の運転免許証のみで国際運転免許証のない、Vさんの友人に車を貸したレ
ンタカー会社にも過失があった。
　事例20　無免許運転と信号無視　（Wさん：事例33参照）　
　 　Wさんがバイクの無免許運転と信号無視で警察に拘留された。Wさんは警察に対して、米国
の運転免許証は持っている、日本の運転免許をどうやって取ればよいか岡大で説明がなかった、
と主張した。実際には、受入れ担当教員が筆者の作成したオリエンテーション資料を用いて運
転免許の取得方法に関して説明済みであった。
　受入れ・派遣担当教員２名がWさんに厳重注意をおこなった。
　事例21　自転車によるタクシーとの接触事故　
　 　Xさんは夜11時頃岡山駅構内を自転車で走行中にタクシーを避けようとしてブレーキを強く
かけた。ブレーキワイヤが切れて、自転車の後輪がタクシーに接触し、Xさんは自転車の上に
倒れて左肘を強く打った。Xさんは保健管理センターの助言で○○整形外科へ行ったが、骨に
異常はなく、湿布をしてもらった。
　事例22　自転車での自損事故－その１
　 　Yさんは自転車で平津橋付近を走行中に誤って側溝に落ちて頭を打った。受入れ担当教員が
○○病院へ連れて行ったが、軽傷であった。
　事例23　自転車での自損事故－その２
　 　Zさんは留学生宿舎付近を自転車で走行中に転んであごを５針縫うケガをした。担当係長が
Zさんを○○病院へ運んだ。
　４.５.２　事件・事故などの被害者
　事例24　パソコンの盗難　（ａさん：事例34参照）　
　 　ａさんが留学生宿舎の部屋のドアを施錠しないで登校し、室内に置いていた３万円相当のパ
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ソコン機器を盗まれた。
　事例25　海外旅行中の地震　
　 　ｂさんが一時出国してタイの島を旅行中に地震に遭遇し、パスポートや荷物を置いたまま本
土へ避難した。
　 　受入れ担当教員から、人命に関わる事態が発生した場合、どう対応すればよいかとの相談が
あったが、国外の場合はすぐに駆けつけることができないので、自己責任で行動してもらうし
かない、と回答した。
　事例26　統一協会（統一教会）への勧誘　
　 　ｃさんは街の会話学校で○○○語教師のアルバイトをしており、会話学校を経営する社長に
勧められて『岡大ジャーナル』に記事を書いた。また、同会話学校の韓国語教師に教会へ連れ
て行かれ、怖い思いをした。
　 　『岡大ジャーナル』は統一協会の下部組織が発行する新聞であり、すでに廃刊になっているが、
岡山大学とは無関係である。
　事例27　ゴスペルコンサート会場での強引な宗教勧誘　
　 　ｄさんは大学会館で開催されたゴスペルコンサートのあと、入り口のドアの鍵をかけられ、
「キリスト教徒ならこちらのほうを信じるべきだ。」と強要され、怖かった。偶然居合わせた日
本人学生に建物の外へ連れ出してもらうことができた。日本人学生の間では、ゴスペル愛好会
が宗教がらみの団体であることは有名であり、○○キリスト教会の関連団体である。ｄさんが
帰国した後に、この事件が筆者の耳に届いた。
４.５.３　事件・事故などを引き起こした者
　事例28　債務不履行のまま帰国　
　 　ｅさんが帰国したが、留学生宿舎の郵便受けにはNTTなどの各種請求書が厚さ５センチほど
たまっていた。岡大に支払い責任はあるか。また、部屋の鍵をドアにさしたまま帰国し、その
キーが紛失してしまった。
　 　岡大に支払い義務はない。次の方法のいずれかを採ればよい。１）開封してコピーを取った
上で協定校へ送り、担当者を通じて本人に支払いを求める、２）開封せずに付箋を付けて返送
する。
　事例29　インターネットの不正アクセス　
　 　個人のノートパソコンを用いて交流室（コモンルーム：当時、C棟１階）から映画をダウン
ロードした者がいる。状況から見てEPOK学生だが、個人を特定できない。米国のユニバーサ
ル社から岡大宛てに抗議文が届いた。岡大の対応によっては厳しく対処すると書かれていた。ど
うすればよいか。
　 　弁護士を通じてユニバーサル社と交渉したほうがよい。今後は、学内からはパスワードを入
力しないと接続できないようにし、監視カメラの設置も考えてはどうかと提案し、前者は直ち
に実行された。
　事例30　器物損壊－その１　
　 　ｆさんが酔っぱらってペットボトルを車に向かって投げ、助手席のドアにキズがついた。運
転していた女性はｆさんの謝罪が十分でないと怒っている。さらに、ｆさんの友人が修理代○
万円は高すぎると被害者の女性に電話をかけたため、一層揉めている。
　　結局、ドアの修理代は学生賠償責任保険でカバーできることになり、一件落着した。
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　事例31　器物損壊－その２　（ｇさん：事例36、45、46参照）
　 　ｇさんが深夜に酔っぱらって留学生宿舎玄関ドアのガラスを割り、ガラス代13,650円を弁償
した。
　事例32　器物損壊－その３　（Eさん：事例5参照）　
　 　上の事例の９か月後、また、留学生宿舎玄関ドアのガラスが割られており、監視カメラの録
画で確認したところ、Eさんたちが写っていた。Eさんが事務室へやって来て、「酔っぱらって
むしゃくしゃして、拳で叩いてガラスを割った。ガラス代は弁償する。」と申し出た。
　事例33　器物損壊－その４　（Wさん：事例20参照）　
　 　深夜に留学生宿舎玄関ドアのガラスが割られた。２週間後に、ほぼWさんの所業であると特
定できた時点でWさんが酔っぱらって蹴り割ったと申し出た。Wさんにガラス代を弁償させる
とともに所属部局長から厳重注意をしてもらい（５）、その結果を国際センターへ報告してもらっ
た。
　事例34　不注意による出火　（ａさん：事例24参照）　
　 　ａさんが留学生宿舎の部屋でろうそくに火をつけたまま外出した。ろうそくが原因で出火し、
天井と壁の一部が焼けた。宿舎のロビーにいた学生たちがベランダから室内に入り、消火器で
火を消してくれた。消防車、救急車、パトカーが来て大騒ぎとなり、受入れ担当教員と事務職
員が事後の対応に当たった。
　事例35　スナックでの支払いをめぐるトラブル　（ｈさん：事例42参照）　
　 　ｈさんは足をケガして１週間授業を欠席すると届けを出していたが、３日目の深夜、田町の
スナックで支払いをめぐってトラブルになり、田町交番に拘留された。翌朝、受入れ担当教員
と担当係長が交番へ身柄を引き取りに行った。スナックでビール1,000円とテーブルチャージ
3,000円を請求されたが、英国のパブなら500円だと主張してトラブルになった。結局全額を振
り込むことで解決した。
　事例36　強盗致傷　（ｇさん：事例31、45、46参照）　
　 　ｇさんが○○市で新聞配達の男性を殴ってバイクを奪おうとしたため、強盗致傷容疑で警察
に逮捕された。被害者は殴られ、歯が折れた。受入れ担当教員が○○市の警察へ出向いたが、面
会を許されなかった。ｇさんの父親が謝罪のために来日し、後始末をした上でｇさんを連れて
帰国した。
　事例37　譲り受けた中古自転車　
　 　ｉさんが卒業した留学生から譲り受けた自転車に乗っていて、警察官の職務質問を受け、占
有離脱物横領罪の容疑で拘留され、担当係長がｉさんの身柄を引き取りに行った。
　 　入学時の生活オリエンテーションでは、自転車の防犯登録に関する説明を行っているが、
EPOK学生に限らず、他人名義の自転車に乗っていて警察官の職務質問を受けるケースが後を
絶たない。
４.６　病気
　４.６.１　身体の病気
　事例38　歯痛　
　 　ｊさんは歯が痛くて寝られない。受入れ担当教員が保健管理センターで○○歯科と△△歯科
を紹介してもらったが、あいにく本日はどちらも休診日であることが分かった。どこかよい歯
医者はないか。
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　　□□歯科を紹介する。当日午後の予約が取れ、治療を受けることができた。
　事例39　婦人科の病気　
　 　受入れ担当教員がｋさんを○○病院の婦人科へ連れて行ったが、泣き叫んで大変だった。詳
細は不明である。
　事例40　持病の発症　（ｌさん：事例41、44、57参照）　
　　ｌさんに○○の症状が出たので、受入れ担当教員が○○病院へ連れて行った。
　事例41　風邪とケガ　（ｌさん：事例40、44、57参照）　
　 　ｌさんの風邪がひどく、また課外活動で肋骨を痛めたので、受入れ担当教員は保健管理セン
ターへ行くように勧めた。
　事例42　急性盲腸炎　（ｈさん：事例35参照）　
　 　ｈさんがホームステイ当日の朝、急性盲腸炎になり、緊急入院して手術を受けた。岡山市高
　額医療費補助申請手続きすることを受入れ担当教員にアドバイスした。
　事例43　インフルエンザ　（Fさん：事例６、８参照）　
　 　日本語教員からの相談。Fさんはインフルエンザに感染したことが判明したが、成績が悪い
と来学期母校の奨学金をもらえなくなるため、日本語の授業に出席したいと言う。
　 　熱が下がった後も２日間（当時のルール）は登校しないように、と日本語教員に説得しても
らう。
　４.６.２　心の病気
　事例44　うつ気味　（ｌさん：事例40、41、57参照）　
　 　ｌさんはこれまで受入れ担当教員にべったりだったが、当該教員が休職したため、ふさぎこ
んでいる。
　事例45　不眠症　（ｇさん：事例31、36、46参照）　
　 　ｇさんは入学後２週間で中級日本語集中コースから落ちこぼれ、中級１クラスに移動したが、
うつ症状で不眠症のため、１週間授業を休むことになった。
　 　受入れ担当教員が保健管理センターへ連れて行ったが、知らない精神科医には相談したくな
いと主張し、処方された薬を飲まない。
　事例46　不安定な精神状態　（ｇさん：事例31、36、45参照）　
　 　ｇさんは来日して半年が経過した今の時点においても、精神的に不安定で感情の起伏が激し
い。保健管理センターでカウンセリングを受けているが、服薬をしないため、躁鬱状態を繰り
返している。
　　ｇさんのこの時点での言動は次のとおりである。
　　　１）深夜酔っぱらって留学生宿舎玄関ドアのガラスを割った（事例31）。
　　　２ ）アルバイトを希望し、２社で面接を受けたが落とされた。事務の窓口へやって来て、日
本の会社はけしからんと文句を言う。
　　　３）授業の教室が変更になったことに腹を立て、事務職員に対して暴言を吐いた。
　　　４ ）留学生宿舎の下水道が完備され、水道料金が高くなったので、支払えないと文句を言
う。
　事例47　学習障害とADHD　
　 　ｍさんは学習障害（難読症・失読症）とADHDがあり、前者については誰にでもそのことを
話すが、後者については言いたくない様子である。保健管理センターと連携して対処する。セ
－ 21 －
EPOK受入れ学生の諸問題
ンター長から授業担当教員に対して配慮を求める依頼状を発行してもらったが、某教員は理解
を示さず、学期末に至るまでたびたび受入れ担当教員へｍさんに関する苦情を申し立てた。
　事例48　ホームシックによる不眠症　
　 　ｎさんは６か月前にホームシックが原因で不眠症になった。受入れ担当教員がｎさんに保健
管理センターの精神科の受診を勧めたが、一時帰国を選択した。１か月母国で一時滞在した後
に日本へ戻った。３か月前にまた不眠症になり、保健管理センターで薬を出してもらったが、効
果がない。このため、日本語の授業をたくさん休んでしまい、教科担当教員から単位が取れな
いと言われた。ｎさんは、補講を受けるか、在籍期間を少し延長してでも単位を取得したいと
希望している。
　 　しかし、教科担当教員によると、３分の１しか出席していないうえに最終試験も欠席したた
め、救いようがない。また、交換留学生の在籍期間は１年以内であり、在籍の延長は認められ
ない。
　事例49　ストレスによる心臓の異常　
　 　ｏさんはストレス（異文化不適応）が原因で深夜の２時か３時頃心臓がおかしくなり、友人
が付き添って○○病院へ行ったが、検査では異常がなかった。
　４.７　対人関係
　事例50　セクハラ被害　
　 　ｐさんが個人研究（聞き取り調査）のため指導教員の紹介で某企業の男性社員に会ったとこ
ろ、身体を寄せてきて手をつなぎたいと何度も要求されたが拒否した。ｐさんは、某企業へ直
接訴える気はないが、この社員に対して大学から抗議文を出して欲しいと要望した。
　 　センター長以下関係者で協議した結果、指導教員に対処してもらうことになった。指導教員
が当該社員に対して苦情メールを出したところ、当該社員から指導教員の自宅へ謝罪の電話が
あった。
　事例51　チューターとの関係　
　 　ｑさんのチューターになった日本人学生がEPOK学生全員のメールアドレスを教えて欲しい
と要求したり、顔合わせの際に他のチューターに文句を言ったりしてトラブルになっている。
　 　筆者は、個人情報を安易に教えないこと、また、当該日本人学生は過去にも同様のトラブル
を起こしており、要注意人物であることを受入れ担当教員に伝えた。
　事例52　英語で話しかける日本人　
　 　ｒさんが留学生相談室を訪れる。日本語を勉強したいのに、近づいてくる日本人が皆英語で
話しかけてくるので、困っている。
　　留学生支援ボランティア・WAWAの活動、特に「お話し会」に参加することを勧めた（６）。
　事例53　男女関係のもつれ　
　 　ｓさんは以前日本の某大学へ留学した経験があり、その当時の恋人ｔさん（留学生）から結
婚を迫られ、100通以上のメールが送られてきた。ｔさんは他県に住んでいるが、ｓさんを訪ね
て時々留学生宿舎にやって来る。ｓさんはおびえてしまい、受入れ担当教員に付き添ってもら
い、警察にストーカー被害届けを出した。
　 　受入れ担当教員がｔさんを伴って留学生相談室を訪れた。筆者は、ｓさんには結婚の意思が
ないことをｔさんに伝え、そのことを了解してもらった。ｓさんとｔさんは初級或いは中級程
度の日本語を用いてコミュニケーションをとっていたこと、性に関する考え方・文化的背景に
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違いがあったことが破局の原因であろう。
　事例54　不審者の訪問　
　 　数日前に道で出会った男性が突然留学生宿舎の部屋にｕさんを訪ねてきて、今日パーティー
をするから参加するようにと誘い、２種類の名刺を置いて帰った。
　 　受入れ担当教員は２種類の名刺をチェックした上で、ｕさんにパーティーには参加しないよ
うに、今後は部屋に誰かが来たら必ず確認してからドアを開けるように、とアドバイスをした。
　４.８　入国・帰国時のトラブル
　事例55　入国時のトラブル　
　 　ｖさんは米国の協定校から派遣されてきたが、国籍は南米の某国である。空港で入国ビザを
所持していないことが判明し、岡山大学長名の嘆願書で仮入国を許可された。
　事例56　帰国時のトラブル　
　 　帰国準備中のｗさんが誤ってパスポートを荷物の中に入れて送り出してしまった。荷物はす
でに国外へ出ており、ビザがもうすぐ切れるが、どうすればよいか。
　 　受入れ担当教員がパスポートを再発行してもらうために大使館と交渉したが、ラチがあかず、
ｗさんが領事と直接話をして証明書を発行してもらい、パスポートなしで出国できるようにす
ることになった。その後、ｗさんの荷物（船便）が未だ神戸郵便局で止まっていることが判明
し、交渉の結果、荷物を開けてパスポートを取り出すことができた。
　事例57　帰国時のトラブル　（ｌさん：事例40、41、44参照）　
　 　ｌさんは帰国途中に東京の友人を訪ねて数日過ごしたいが、事務でダメと言われた。また、４
月５日でビザが切れるので、それまで留学生宿舎に居たい。
　 　JASSOから帰国旅費が出るので、自由行動はできない。また、入居時に留学生宿舎の退居期
限は３月25日であると通知済みである。３月末で岡大の在籍身分を失う。
４.９　追加事例：受入れ前の問題
　受入れ前の段階で対応を迫られたケースについて補足しておきたい。
　追加事例１　子供の学校　
　 　秋に入学予定の学生が小学生の子供２人を連れて来たいとのことだが、小学校はどうすれば
よいか。また、スチューデント・チューターは年齢の高い市民ボランティアにお願いしたいと
考えている。
　 　外国人児童の扱いに慣れている津島小学校の校区内でアパートを探すことを勧める。また、
チューター候補として、留学生支援ボランティア・WAWAに登録している市民ボランティア
２名の連絡先を提供する。
　追加事例２　自閉症の学生　
　 　協定校の学生からメールで、自分は Autism（自閉症）に関連した障害を持つ学生だが、岡
山大学にはどのようなサポート体制があるか、との問い合わせがあった。
　 　保健管理センターの精神科医に相談した結果、先ず協定校から本人の症状に関するデータを
送ってもらうようにとのアドバイスを得た。この学生は結局来日しなかった。
　追加事例３　糖尿病の学生　
　　糖尿病の学生が来日予定であり、心配だ。
　 　処方箋を持参させ、それを保健管理センターへ渡して対応してもらうことを勧める。保健管
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理センターには毎週月曜日に糖尿病の専門医が来るので対応が可能であることが分かった。
　追加事例４　てんかん・喘息・高血圧の学生　
　 　来年４月来日予定のEPOK学生の中の３名が健康状態に問題がある。てんかん、喘息、高血
圧の症状があり、受け入れた場合、どう対応できるか心配だ。「受入・派遣メーリングリスト」
でもこうした学生の受入れには賛否両論がある。
　 　保健管理センターの○○教授に相談する。○○教授によると、日本人学生は入学に際して健
康診断書の提出が廃止になり、企業も大学も入社・入学後に健診するように変わってきており、
健康診断書を理由に入学を拒否することは時代の趨勢に反する。
　追加事例５　車いすの学生　
　 　車いすの学生の受入れ可否について協定校から打診があった。桑の木留学生宿舎にバリアフ
リー室が完成した後には受入れが可能である旨を担当事務職員から回答する。具体的な受け入
れ準備は、学生支援センター障がい学生支援室の全面的な協力とアドバイスを得ておこなう。
５．考察
５.１　指導教員とのトラブル
　EPOK制度創設時点で、受入れ学生は各学部に所属し、指導教員による「個人研究（インディ
ペンデントスタディ）」を必修としたため、初代受入れ担当教員は学生と指導教員のマッチングに
膨大な労力を注いだ。事例１～３で取りあげたケースは、氷山の一角に過ぎず、毎学期これに類
似した問題が発生し、受入れ担当教員は調整・対応に追われていた。このため、2005年６月17日
開催の「平成17年度第１回留学生センター運営委員会」において、「個人研究」の取扱い変更に関
する提案があり、審議の結果、必修科目から選択科目に変更することが了承された（７）。
　「個人研究」を選択科目とすることで一定の効果はあったが、1）相変わらず渡日前から指導教
員とのマッチングが必要であり、2）いい加減な気持ちで「個人研究」を希望する学生もいた。
　このため、2009年７月23日開催の「平成21年度第４回国際センター運営委員会」において、「個
人研究」は第２学期目のみ履修可とする変更案が提出され、審議の結果、承認された（８）。２度の
改革により、「個人研究」をめぐるトラブルは概ね回避できるようになったが、逆に、ここ１、２
年、こうした経緯を知らない教職員から「個人研究」の必修化を求める声が聞かれるようになっ
た。
５.２　学習上の問題
　EPOK受入れ学生は、学位の取得を目的としていない。さらに、一部には単位を修得する必要
もなく、半年または１年日本に留学したという事実があれば十分だという学生も混在する。また、
EPOKプログラムがあまり充実していないため、履修科目数も入管が要求する週当たり正味10時
間に相当する７科目（10.5時間）程度に留まっている。このため、特に２学期目には遊び癖がつ
いて、成績が芳しくない者も出てくる。中には、精神的な不調が原因で学習に身が入らない者も
いるため、こうしたケースにはきめ細かなケアが求められることは言うまでもない。
　遅ればせながら、2013年度には国際センター提供のEPOK科目（英語で実施する科目、現在週
１～２コマ程度提供）が５コマ以上に、言語教育センターで提供する日本語科目（現在１レベル
週４コマ）が１レベル当たり週６コマ程度に拡充される予定である。
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５.３　宿舎のトラブル
　前節でも述べたとおり、EPOK受入れ学生は学習上のプレッシャーが少ない。また、学部生で
あり、相対的に年齢も低いこともあって、深夜まで騒ぐ者がいる。現在、留学生宿舎は、桑の木
宿舎、福居宿舎、国際交流会館の３か所であるが、EPOK受入れ学生は近隣住民からの苦情が最
も出にくい桑の木宿舎に入居させている。その結果、同宿舎に入居している大学院生や研究生の
騒音被害への対処に苦慮することになる。2011年度には、留学生宿舎規定を整備し、居住マナー
を守らない者には、イエローカード３枚またはレッドカード1枚で退居命令を出すことになった。
　ゴキブリ騒動はいずれも10年ほど前に発生した。以前は、退去時の清掃がきちんと行われない
ままに新たな入居者がやって来ることがあり、室内が汚いことが原因のトラブルが絶えなかった。
退居時には管理人が立ち会うことになっているが、早朝、深夜、休日に退居する場合はノーチェッ
クであった。2005年頃から退居後に清掃業者を入れて清掃を行うようになり、目に余るような事
態は改善された。
５.４　事件・事故
　自転車で走行中に車などと接触事故を起こすケースや自損事故が目につく。自転車事故に備え
て保険（学研災、生協の学生賠償責任保険など）に加入しておくことが大切である。車やバイク
を運転する場合は、必ず任意保険に加入することを「新入留学生のための生活オリエンテーショ
ン」で伝えている。無免許運転に至っては言語道断である。
　過去10年間で桑の木留学生宿舎玄関ドアのガラスが３回割られたが、全てEPOK受入れ学生（元
EPOK学生含む）が関与しており、いずれも酒に酔ったうえでの行為である。
　車にペットボトルを投げつけて破損したケースやスナックでの支払いをめぐってトラブルに
なったケースも酒がからんでいる。日本人は欧米人に甘いため、英語圏からの留学生の中には日
本社会をなめたような態度を示す者もいる。
　留学生宿舎では、時折盗難が発生する。EPOK学生に限らず、一時的に廊下に置いた品物がな
くなった、鍵をかけずに駐輪した自転車を盗まれたなどのケースである。後者の例は記録にある
が、本稿では省略した。
５.５　病気
　身体の不調を訴える留学生は多い。EPOK受入れ学生の場合は、たいていの場合、受入れ担当
教員が対応し、病院にまで付き添っている。事例として紹介した以外にも、受入れ担当教員が病
院へ付き添ったケースが多々あることを耳にしている。夜や休日に発病した場合は、119番へ電話
をかけて救急車を呼ぶように生活オリエンテーションで指導し、関係資料を複数配布しているが、
言葉の問題があり、受入れ担当教員へ電話連絡をしてくることが多い。受入れ担当教員が出張な
どで不在の場合に備えて、緊急時連絡網の整備が喫緊の課題である。
　気候や風俗習慣といった環境の変化が原因で精神的な不調を訴える学生や精神的な問題を抱え
て来日する学生も存在する。保健管理センターの精神科に対応を求めるが、言葉の壁が存在する。
学生の中には第三者が通訳として介在することを望まない者もいて、対応が難しい。岡山駅前に
は英語で診療可能な精神科クリニックがあるが、医者と患者の相性の問題があり、必ずしも上手
く行かない。
　精神的な問題を抱えた学生には、様々な問題が派生する。ｌさんは、年齢が高いことから他の
EPOK学生との交流には消極的で孤立しており、受入れ担当教員に頼り切っていた。持病が悪化
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すると病院へ付き添ってもらい、風邪を引きケガをすると同教員を頼って行き、同教員が休職す
るとうつ状態になった。帰国時には在籍期限の切れた翌月まで宿舎にいたいと主張し、JASSOが
指定したルート以外の帰国ルートを希望するなど、手はかかるが、真面目な学生であった。また、
ｇさんは、うつ症状による不眠症のため、入学後２週間で日本語クラスを落ちこぼれ、１週間授
業を休んだ。精神科でカウンセリングを受けたが、服薬を拒否し、その後も躁鬱状態を繰り返し
た。半年後には、酒に酔って桑の木留学生宿舎玄関ドアのガラスを割り、意に添わないことがあ
る度（アルバイト先の面接に落ちた、授業の教室が変更になった、水道料金が高いなど）、事務職
員に向かって暴言を吐くなど、粗暴な言動が目にあまった。その３か月後には新聞配達の男性を
殴ってバイクを奪おうとして、強盗致傷の容疑で警察に逮捕される事態を引き起こしてしまった。
６．結び
　本稿では、EPOK受入れ学生が本学に在学中に直面した諸問題について、57の事例を挙げて紹
介した。EPOKの教育プログラムに関しては触れない予定であったが、指導教員とのトラブルが
「個人研究」に起因するケースが見受けられたため、前章では「個人研究」にかかわる歴史的変遷
についても言及した。
　本学では、2011年度に発足した新学長体制のもとで、大学の国際化と日本人学生のグローバル
人材化が強く求められている。日本人学生を送り出すためには、それに見合った交換留学生の受
入れが必至である。従って、本学に在籍する日本人学生をグローバル人材として育成していく上
で、EPOK受入れ学生の拡大は避けられない。受入れ学生の拡大に当たって、過去に発生した問
題を検証し、同様な問題の再発を防止する対策を講じることが必要である。2012年度には前期９
人、後期19人の合計28人を受け入れた。これはEPOK史上最高の受入れ数であり、受入れ担当教
員にとっては試練の年となる。留学生相談室も受入れ担当教員と連携協力し、受入れ学生が快適
な留学生活を送ることができるように支援したい。
注
（１ ）「短期留学推進制度」の詳細に関しては、留学交流事務研究会（2003）pp.116-118を参照さ
れたい。
（２ ）事例の一部は、EPOK受入れ学生が直接留学生相談室へ筆者を訪ねてきた際の記録、或い
は教科担当教員からの苦情の記録である。
（３ ）中村（2012）は、「短期留学プログラム」「短期留学（生）」をキーワードとして、該当する
文献を検索・集約し、内容別に15項目に分類することで研究動向の分析を試みている。なお、
同氏から2012年９月10日付けメールにて補足説明を受けた。
（４ ）協定校の数は、岡・亀高（2002）p.44の表１による。
（５ ）Wさんは元EPOK学生で、当時大学院正規生であった。
（６ ）2009年度に「日本語カフェSacra」が設置され、「お話し会」の存在意義が小さくなったた
め、2011年度末を以て一旦その活動を停止したが、2012年度後期に交流対象留学生を日本語
初級者に絞り込んで活動を再開した。
（７ ）具体的な変更内容は、次の３点である（岡山大学留学生センター，2005）。
　　① 　受入れ予定学生と個人研究のテーマを協議しても、渡日までに決定できない場合は、相
当する学部を受入れ学部とし、便宜上、当該留学生センター運営委員会委員を受入れ担当
教員とする。
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　　　 　なお、当該学生には渡日後にも個人研究の履修ができない場合もあり得ることを説明し、
了承を得ることとする。
　　② 　EPOKの個人研究を必修科目から選択科目へ変更する。学生が個人研究の履修を希望す
る場合には、渡日後、学生と相談の上、指導教員を選定して履修させることを原則とする
が、個人研究を履修させないで、他のカリキュラムから相応の単位数の科目を履修させる
ことも可能とする。
　　③ 　受入れ担当教員（運営委員会委員：筆者注）は、指導教員の決定または個人研究不履修
の決定によりその担当を解除される。また、その担当中に当該学生の生活指導等の責任を
負う必要はない。
（８）具体的な改善点は次の４点である（内丸，2009）。
　　①　個人研究の希望調査は、来日後に行うこととする。
　　②　個人研究は強い意志と明確な目標を持つ学生を対象とする。
　　③　個人研究は２学期間留学する学生を対象とする。
　　④ 　来日時の１学期間は研究計画書を作成し、指導を希望する教官と連絡をとりあう期間と
する。
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米国 　英国 豪州 タイ 中国 韓国 合計
98年度後期 ２ ０ ０ ０ ０ － ２
99年度前期 １（+２） １ ０ ０ ０ － ２（+２）
　　　後期 ２ ２（+１） ０ ３* ０ － ７（+１）
00年度前期 １（+１） ０（+２） ０ ３（+３） ０ － ４（+６）
　　　後期 ５ ４ １ １（+５） ０ － 11（+５）
01年度前期 ２（+１） ０（+４） ０ ２（+１） ０ － ４（+６）
　　　後期 ７（+１） ３ １ ２（+２） ０ － 13（+３）
02年度前期 ３（+５） ０（+３） １（+１） ０（+２） １ － ５（+11）
　　　後期 ７（+１） １ ２（+１） ２ ３（+１） － 15（+３）
03年度前期 １（+６） ０（+１） ０（+１） １（+２） １（+３） － ３（+13）
　　　後期 ９ ２ ０ １（+１） ０（+１） － 12（+２）
04年度前期 ３（+８） ０（+２） １ １（+１） １ － ６（+11）
　　　後期 ６（+２） ２ １（+１） ２（+１） １（+１） － 12（+５）
05年度前期 ４（+４） ０（+２） ０（+１） １（+１） ０（+１） － ５（+９）
　　　後期 ３（+２） １ １ ０ ２ － ７（+２）
06年度前期 ４（+３） ０（+１） ０（+１） １ １（+２） － ６（+７）
　　　後期 ６（+１） ３ ２ １（+１） １ － 13（+２）
07年度前期 ２（+６） ０（+３） １（+１） ２（+１） ０（+１） － ５（+12）
　　　後期 ６（+１） ３ ０ ０ １ － 10（+１）
08年度前期 ０（+６） ０（+３） ０ ０ ０（+１） － ０（+10）
　　　後期 ７ ２ ０ ２ １ － 12 （０）
09年度前期 ５（+７） ０（+２） ２ ０（+２） ０（+１） － ７（+12）
　　　後期 ５（+１） ５ ０（+１） ０ １ － 11（+２）
10年度前期 ４（+４） ０（+５） ０ ０ ０（+１） － ４（+10）
　　　後期 ８ ３ ０ ０ ０ － 11 （０）
11年度前期 ３（+５） ０（+３） ０ ０ ０ － ３（+８）
　　　後期 ８（+１） ０ １ ０ ０ － ９（+１）
12年度前期 ５（+７） ０ ０ ０ １ ３ ９（+７）
　　　後期 11 ４ １ ３ ０（+１） ０（+１） 19（+２）
【資料】EPOK年度別・学期別・国別受入れ数一覧
注１）国際センター内部資料により作成
注２）（　）内は前学期に来日した者で外数
注３）＊印の２人は学期途中に来日し、３学期に跨って在籍した。
注４）韓国は2012年度から受入開始
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